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おお 知知 らら せせ

　JAIFA山梨県協会（公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイ
ザー協会 山梨県協会 依田賢延会長）様より、福祉巡回車１台を南アルプ
ス市社会福祉協議会へ寄贈いただきました。
　JAIFA山梨県協会様では、生命保険営業職員が1日10円の募金を行う
「愛のドリーム募金」を永続的社会貢献活動に位置づけられ、積立られた
募金で福祉巡回車両「愛のドリーム号」を県内の市町村社会福祉協議会
へ継続的に寄贈いただき、今回で10台目となります。ありがとうござい
ました。

　 福祉巡回車両のご寄贈

この広報紙の作成費用の一
部は赤い羽根共同募金配分
金により発行されています。

　株式会社アルプス技研（本社 神奈川県横浜市、今村篤代表取締役社
長）様は、今年で創業50周年を迎えられ、記念に社会貢献の一環として、
山梨県を含む全国の営業所のある地方自治体等に合計350台の車いす
を寄贈されます。
　本県においては、地域密着型特別養護老人ホーム10施設に1台づつ、
合計10台の車いすを寄贈いただきました。ありがとうございました。

　 車いすのご寄贈

　パイオニア・マイクロ・テクノロジー株式会社（寺田勝彦代表取締役社長）様
より、環境活動の一環として、リユースの文書ファイルを100冊寄贈いただき
ました。
　社会福祉協議会の事業活動に活用させていただきます。ありがとうござい
ました。

　 チューブファイルのご寄贈

だれの目にも優しいカラーユニバーサル・デザインで制作した広報紙です。
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買い物支援で
健やかな地域づくり

　地域を限定して仕事を探したいあなたを応援します。
求人事業所の人事担当者と直接情報交換していただく場
を設けます。ぜひこの機会にご参加ください。
　参加費、事前申し込みは不要です。

※参加事業所は、各開催日１週間前より山梨県
　社会福祉協議会ホームページに掲載します。
※詳細についてはお問い合わせください。

対象エリア 郡内（この地域の求人）
　9月20日（木）13:30～15:30
　大月市社会福祉協議会会議室（大月市大月花咲10）
峡中※南アルプス市除く（この地域の求人）
　10月23日（火）13:30～15:30
　山梨県福祉プラザ４階会議室（甲府市北新1-2-12）

　

　採用予定のある事業所と、お仕事を探しているあ
なたをつなぐ、個別面談・相談会を行います。
７月の予定 　４日（水）しらね訪問介護ステーション 他

１１日（水）しまのさとデイサービスセンター
１８日（水）恵信りほくケアセンター 他
２５日（水）介護老人福祉施設 りんどうの里

時 　 間 １４：００～１６：００
会 　 場 福祉人材センター

山梨県福祉プラザ4階
お問合せ先 福祉人材センター

☎０５５-２５４-８６５４

　山梨県福祉人材センターでは、福祉・介護の仕事に関
心のある方、または資格を有しながら福
祉・介護分野に就業していない方々に対
して、福祉の職場を体験して頂く機会を
提供する「職場体験事業」を実施していま
す。詳しくは本会ホームページをご覧く
ださい。

お問合せ先 福祉人材センター
☎０５５-２５４-８６５４

善意をありがとう善意をありがとう

http://www.fukushi-work.jp/

　「福祉のお仕事」ホームページは、 福祉・介護の求人
情報をお探しいただけるほか、求職票の登録や希望す
る求人に応募することができます。
　また、法人・事業所登録をすると、
 求人をホームページに公開する事
もできます。

モバイル版は
コチラ！

福祉のおしごと  マッチングカフェ 地域別小規模就職相談会を開催します

職場体験事業のご案内

写真：移動スーパーを利用する地域の皆さん



誰にでも買い物の楽しみを
買い物支援で
健やかな地域づくり
　「買い物支援」という言葉をよく目にするようになりました。
　インターネットなどによる通信販売が拡大・発展する社会であっても、お店での買い物は、私たちの生活に
は欠かせないものです。同時に買い物は、人とのコミュニケーションの場でもあり楽しみにしている方も多くいます。
　近年、少子高齢化や過疎化が進展し、高齢者の運転免許証の返納、路線バスがなくなった、近く
のお店やスーパーが閉店したなどによって、買い物に行くことが困難になった方々が増えています。
　今回は、高齢者などの買い物を支援し、日常生活を支える自治体の取り組みを紹介します。今年４
月から新たな体制で移動販売をスタートした韮崎市、行政と民間との連携で独自の買い物支援を進め
る市川三郷町、７年ほど前から移動販売事業をスタートし、現在は県内４地域で業務を請け負う民間
企業を取材。生き生きとした暮らしを支える買い物支援の取り組みについて話を聞きました。

　平成29年度から県が導入した「県買援隊活動促進事業」の補助制度を初年
度から利用している市川三郷町では、町が主導する買援隊が中心となり、地域
の商店や商店街、商工会と協力しながら買い物環境向上のための取り組みを
行っています。「ベンチを設置するところから始まった。」という市川三郷町の買援
隊の活動。現在の活動について、町商工観光課の担当者に話を聞きました。

市川三郷町の買援隊は、
地元商店の取り組みを
強力サポート

CASE

2
CASE

1 官民それぞれができること

　「地元スーパーの閉店と移動販売の廃止は、地域の方や交通手段のない高齢者の方々の生活には大打撃でした。」と

韮崎市産業観光課の今福さんは当時を振り返ります。移動販売を利用していた方々から「買い物に困っている」という声が

市役所に多く届くようになり、「どういう支援ができるのか」と本質に立ち返って検討しました。そうした中、市民の方や

民間企業の方々から「移動販売をサポートしたい。」との温かい申し出をいただき、「平成30年６月現在で、月曜から金曜

まで、市内58カ所の地区を巡回する移動販売が復活し、市民の方々の生活を支えています。」と今福さんは話します。

地元スーパーの閉店　「最初はベンチを設置するところから始まったんですよ」。そう話してくれたのは市川三郷町役場商工観光課
商工係係長の中込さん。現在人口約1.6万人。人口と店舗の減少、及び高齢化が進む市川三郷町では、
５年ほど前から地元商店による移動販売が行われていました。平成29年度に買援隊の活動が始まると、中込
さんはまず移動販売の視察を行います。その視察で、買い物に来ているお客さんたちが腰を据えて休む場所
がないことに気付きました。「少し長居して誰かと話したり、座って休めたりする場所があるといいじゃないです
か」と中込さん。そこで、移動販売の巡回場所30カ所に買い物の休憩場所としてベンチを設置しました。

「ベンチの設置」から始まった買援隊の活動

　買援隊の活動として２番目に展開したのが、地元商店の宅配や配送、送迎などのサービスをまとめて１枚のチラシ

にするという仕事です。「サービス自体はあるのに、知らない人が多い。そこで見える化することで、利用してもらいや

すくすることを考えました」と中込さん。チラシに掲載されているのは、３地区26店舗の個人店。チラシは各家庭に配

布し、サービス周知に努めたそうです。また、各地区の商店街の代表者や有識者を集い、討論会もスタート。討論

会では、買い物環境の整備や充実、今後の方針などを話し合っているそうです。その話し合いの中で生まれた活動

の一つが、スーパーの跡地の駐車場で開催している朝市の実施です。朝市は、自治体と地元商店のダイレクトかつ

コンパクトな連携により、着想から実行まで２週間。地元のお店がチラシを制作し、買援隊が印刷など実費のかかる

部分をサポートするという二人三脚でスピーディーに実現しました。朝市は改良を重ね、現在も続いています。

地元商店のサービスと買援隊のサポート

　「買い物しやすい環境をつくることはもちろん、高齢者が楽しく買い物が出来るように」と中込さん。「買い物支援に

よる外出支援」と言葉にし、「元気で健康でいてもらいたいですから。毎日誰とも喋らず家の中にいるより、外に出て、

買い物をして、自分のコミュニティーが持てるように」と続けます。そうした環境づくりは単身高齢者のサポートや医療

費の削減などにも通じるのではないか、と期待を込めていました。

これからのこと

2 3

再開に喜びの声
移動スーパーが
市内58カ所を巡回
　平成29年12月、韮崎市では地元のスーパーの閉店に伴い、スーパー
が取り組んでいた移動販売事業も廃止となりました。移動販売を利用
していた高齢者や移動が困難な方々の買い物ができなくなり、市民の方々からは「移動販売を再開してほしい。」
との多くの声を受けました。そこで、韮崎市では「どのような支援ができるのか」と協議し、現在では市内58カ所
を巡回する移動販売の再開にこぎ着けました。そこで、移動販売の再開に至った経緯と韮崎市の思いを市産業
観光課の担当者に聞きました。

CASE

2 企業と連携した韮崎市の買い物支援

韮崎市 産業観光課

商工労政担当  今福 茂樹さん
いまふく しげき

市川三郷町役場  
商工観光課商工係

係長  中込  章さん
なかごみ あきら



誰にでも買い物の楽しみを
買い物支援で
健やかな地域づくり
　「買い物支援」という言葉をよく目にするようになりました。
　インターネットなどによる通信販売が拡大・発展する社会であっても、お店での買い物は、私たちの生活に
は欠かせないものです。同時に買い物は、人とのコミュニケーションの場でもあり楽しみにしている方も多くいます。
　近年、少子高齢化や過疎化が進展し、高齢者の運転免許証の返納、路線バスがなくなった、近く
のお店やスーパーが閉店したなどによって、買い物に行くことが困難になった方々が増えています。
　今回は、高齢者などの買い物を支援し、日常生活を支える自治体の取り組みを紹介します。今年４
月から新たな体制で移動販売をスタートした韮崎市、行政と民間との連携で独自の買い物支援を進め
る市川三郷町、７年ほど前から移動販売事業をスタートし、現在は県内４地域で業務を請け負う民間
企業を取材。生き生きとした暮らしを支える買い物支援の取り組みについて話を聞きました。

　平成29年度から県が導入した「県買援隊活動促進事業」の補助制度を初年
度から利用している市川三郷町では、町が主導する買援隊が中心となり、地域
の商店や商店街、商工会と協力しながら買い物環境向上のための取り組みを
行っています。「ベンチを設置するところから始まった。」という市川三郷町の買援
隊の活動。現在の活動について、町商工観光課の担当者に話を聞きました。

市川三郷町の買援隊は、
地元商店の取り組みを
強力サポート

CASE

2
CASE

1 官民それぞれができること

　「地元スーパーの閉店と移動販売の廃止は、地域の方や交通手段のない高齢者の方々の生活には大打撃でした。」と

韮崎市産業観光課の今福さんは当時を振り返ります。移動販売を利用していた方々から「買い物に困っている」という声が

市役所に多く届くようになり、「どういう支援ができるのか」と本質に立ち返って検討しました。そうした中、市民の方や

民間企業の方々から「移動販売をサポートしたい。」との温かい申し出をいただき、「平成30年６月現在で、月曜から金曜

まで、市内58カ所の地区を巡回する移動販売が復活し、市民の方々の生活を支えています。」と今福さんは話します。

地元スーパーの閉店　「最初はベンチを設置するところから始まったんですよ」。そう話してくれたのは市川三郷町役場商工観光課
商工係係長の中込さん。現在人口約1.6万人。人口と店舗の減少、及び高齢化が進む市川三郷町では、
５年ほど前から地元商店による移動販売が行われていました。平成29年度に買援隊の活動が始まると、中込
さんはまず移動販売の視察を行います。その視察で、買い物に来ているお客さんたちが腰を据えて休む場所
がないことに気付きました。「少し長居して誰かと話したり、座って休めたりする場所があるといいじゃないです
か」と中込さん。そこで、移動販売の巡回場所30カ所に買い物の休憩場所としてベンチを設置しました。

「ベンチの設置」から始まった買援隊の活動

　買援隊の活動として２番目に展開したのが、地元商店の宅配や配送、送迎などのサービスをまとめて１枚のチラシ

にするという仕事です。「サービス自体はあるのに、知らない人が多い。そこで見える化することで、利用してもらいや

すくすることを考えました」と中込さん。チラシに掲載されているのは、３地区26店舗の個人店。チラシは各家庭に配

布し、サービス周知に努めたそうです。また、各地区の商店街の代表者や有識者を集い、討論会もスタート。討論

会では、買い物環境の整備や充実、今後の方針などを話し合っているそうです。その話し合いの中で生まれた活動

の一つが、スーパーの跡地の駐車場で開催している朝市の実施です。朝市は、自治体と地元商店のダイレクトかつ

コンパクトな連携により、着想から実行まで２週間。地元のお店がチラシを制作し、買援隊が印刷など実費のかかる

部分をサポートするという二人三脚でスピーディーに実現しました。朝市は改良を重ね、現在も続いています。

地元商店のサービスと買援隊のサポート

　「買い物しやすい環境をつくることはもちろん、高齢者が楽しく買い物が出来るように」と中込さん。「買い物支援に

よる外出支援」と言葉にし、「元気で健康でいてもらいたいですから。毎日誰とも喋らず家の中にいるより、外に出て、

買い物をして、自分のコミュニティーが持てるように」と続けます。そうした環境づくりは単身高齢者のサポートや医療

費の削減などにも通じるのではないか、と期待を込めていました。

これからのこと

2 3

再開に喜びの声
移動スーパーが
市内58カ所を巡回
　平成29年12月、韮崎市では地元のスーパーの閉店に伴い、スーパー
が取り組んでいた移動販売事業も廃止となりました。移動販売を利用
していた高齢者や移動が困難な方々の買い物ができなくなり、市民の方々からは「移動販売を再開してほしい。」
との多くの声を受けました。そこで、韮崎市では「どのような支援ができるのか」と協議し、現在では市内58カ所
を巡回する移動販売の再開にこぎ着けました。そこで、移動販売の再開に至った経緯と韮崎市の思いを市産業
観光課の担当者に聞きました。

CASE

2 企業と連携した韮崎市の買い物支援

韮崎市 産業観光課

商工労政担当  今福 茂樹さん
いまふく しげき

市川三郷町役場  
商工観光課商工係

係長  中込  章さん
なかごみ あきら



4 5

「ここに来るとみなさんに会えますから」
移動販売は生活の楽しみの一つとしての役割も

　「いつも買うものは決まってるの」と笑う方や、「私は
買うものがなくても来るよ。こうやって出て来るの、楽し
いじゃんね」と笑う方。「スーパーに行くには子どもに乗
せてってもらわなきゃならんから、これ（移動販売）は本
当に便利。有難いですよ」という声もありました。
　「できる限りの商品を揃えておきたいし、要望があれ
ば可能な限り応えたい。一人でも待って下さっている
方がいれば、行かないわけにいかないですよ」と株式
会社マルハの望月英介さん。「一度始めたなら続けて
いかないと迷惑がかかります。現実的にできることと、
やりたいことのバランスを図りながら、取り組みを長く
続けていきたいです」と話しています。

　今年４月に韮崎市で再開した
移動販売は、委託業者（株式会
社マルハ）が市内58カ所をきめ
細やかに巡回しています。韮崎
市の「市民歌」を流して巡回場所
に訪れ、販売時間は15分～20
分。手押し車を押して訪れる方
や、農作業の合間に訪れる方な
どが顔を合わせ、買い物やお喋
りを楽しんでいます。

県内４つの地域で
移動販売を展開
「株式会社マルハ」の
買い物支援

CASE

3 できる限りのことは、してあげたい

　「株式会社マルハ」は、南アルプス市小笠原に拠点を置く食品製造・卸売業者です。

　７年ほど前より、「株式会社マルハ」が社会貢献の事業の一つとして取り組むのが、県内過疎地に移動販

売車を循環させる移動スーパーです。現在、北杜市をはじめ、早川町、南部町、韮崎市山間部の４つの地域で、

４台の移動販売車による移動スーパーを展開しています。「お刺身やお野菜といった生鮮食品から、乾物、

お酒、お惣菜まで、商品は100種類以上。うちでは食品製造も行っていますから、お惣菜も手作りして販売

します。煮物のお野菜は県産のものを使っています」と羽尾欣男社長。“サービスとして喜ばれること”を移動

販売事業のモットーに、移動販売車に載せていない商品の要望があれば、買い求めて持って行くことも多い

そうです。

　交通手段がなく、外に出る機会が減った高齢者にとって、毎日・毎週決まった曜日の決まった時間に移動

販売が来るというのは、生活の大きな楽しみです。自らも現場の様子を視察に行くという羽尾社長は、

「お客さんが商品を眺めている時の笑顔を見ていると、こちらも元気が出てきます」と話します。

自分の気に入ったものを、手に取って買う喜び

　朝10時から各地を巡回するため、移動販売トラックのドライバーは７時には出勤し、その日の食材をトラッ

クに積み込みます。商品のチェックを済ませ、９時頃出発し現地へ。それぞれの地域を16時頃まで巡回します。

お客さんの中には、「買うものはほとんどないけれど、誰かに会いにきた」という方もいるそうです。

　ドライバーにとってもお客さんとの交流は仕事のやり甲斐につながります。「毎日来てくれてありがとう」と声を

いただくことや、家で作った煮物をおすそ分けでいただくこともあるそうです。

移動販売を通した人との交流

　「できるだけのことはしたいという気持ちがあります。ですから売り上げにこだわらず、お客様の喜ぶ姿が最

優先です。とはいえ、車の維持費や人員の問題など、継続は簡単ではありません」と羽尾社長。継続のため

の支援やアイディアを必要としていることを訴えます。「店が１軒もないという集落もあります。もし、私たちがで

きなくなっても社会全体の中で維持していければ」と、社会全体の中での支え合いに期待を寄せています。

継続のための支援の必要性

S P E C I A L  T O P I C S

▲ 市民歌を流して巡回する移動販売車

▲ 生鮮食品から手作り惣菜まで豊富な商品が揃っている車内

　１カ所で平均して４～５人の方が利用しており、１日で30人前後。扱っている商品は、生鮮食品、惣菜、飲料など

の食べ物から生活雑貨や地元商店の商品まで多岐に渡って取り揃えています。また「あのお店のあれが欲しい」という

リクエストが届いていることから、現在は対応を検討中。再開を望んでいた利用者からは「ライフラインになっている」、

「買い物が便利で助かっている」などの喜びの声が届いています。

韮崎市の移動販売

　「市民の皆さまのために、何よりもこのサービスを維持していくことが大事」と今福さんは話します。そのためには、

委託業者の負担を軽減していくこと（民間の業者にお願いしているので、マイナスにならないように支援していくこと）

もサービスの維持に大きな役割を果たすと考えています。また、移動販売以外にも、効率的な移動手段を探り、広い

視野で買い物に困っている方を支えられるサービスを検討していきたいと語りました。

これからのこと

株式会社マルハ

代表取締役社長  羽尾 欣男さん
はねお よしお



4 5

「ここに来るとみなさんに会えますから」
移動販売は生活の楽しみの一つとしての役割も

　「いつも買うものは決まってるの」と笑う方や、「私は
買うものがなくても来るよ。こうやって出て来るの、楽し
いじゃんね」と笑う方。「スーパーに行くには子どもに乗
せてってもらわなきゃならんから、これ（移動販売）は本
当に便利。有難いですよ」という声もありました。
　「できる限りの商品を揃えておきたいし、要望があれ
ば可能な限り応えたい。一人でも待って下さっている
方がいれば、行かないわけにいかないですよ」と株式
会社マルハの望月英介さん。「一度始めたなら続けて
いかないと迷惑がかかります。現実的にできることと、
やりたいことのバランスを図りながら、取り組みを長く
続けていきたいです」と話しています。

　今年４月に韮崎市で再開した
移動販売は、委託業者（株式会
社マルハ）が市内58カ所をきめ
細やかに巡回しています。韮崎
市の「市民歌」を流して巡回場所
に訪れ、販売時間は15分～20
分。手押し車を押して訪れる方
や、農作業の合間に訪れる方な
どが顔を合わせ、買い物やお喋
りを楽しんでいます。

県内４つの地域で
移動販売を展開
「株式会社マルハ」の
買い物支援

CASE

3 できる限りのことは、してあげたい

　「株式会社マルハ」は、南アルプス市小笠原に拠点を置く食品製造・卸売業者です。

　７年ほど前より、「株式会社マルハ」が社会貢献の事業の一つとして取り組むのが、県内過疎地に移動販

売車を循環させる移動スーパーです。現在、北杜市をはじめ、早川町、南部町、韮崎市山間部の４つの地域で、

４台の移動販売車による移動スーパーを展開しています。「お刺身やお野菜といった生鮮食品から、乾物、

お酒、お惣菜まで、商品は100種類以上。うちでは食品製造も行っていますから、お惣菜も手作りして販売

します。煮物のお野菜は県産のものを使っています」と羽尾欣男社長。“サービスとして喜ばれること”を移動

販売事業のモットーに、移動販売車に載せていない商品の要望があれば、買い求めて持って行くことも多い

そうです。

　交通手段がなく、外に出る機会が減った高齢者にとって、毎日・毎週決まった曜日の決まった時間に移動

販売が来るというのは、生活の大きな楽しみです。自らも現場の様子を視察に行くという羽尾社長は、

「お客さんが商品を眺めている時の笑顔を見ていると、こちらも元気が出てきます」と話します。

自分の気に入ったものを、手に取って買う喜び

　朝10時から各地を巡回するため、移動販売トラックのドライバーは７時には出勤し、その日の食材をトラッ

クに積み込みます。商品のチェックを済ませ、９時頃出発し現地へ。それぞれの地域を16時頃まで巡回します。

お客さんの中には、「買うものはほとんどないけれど、誰かに会いにきた」という方もいるそうです。

　ドライバーにとってもお客さんとの交流は仕事のやり甲斐につながります。「毎日来てくれてありがとう」と声を

いただくことや、家で作った煮物をおすそ分けでいただくこともあるそうです。

移動販売を通した人との交流

　「できるだけのことはしたいという気持ちがあります。ですから売り上げにこだわらず、お客様の喜ぶ姿が最

優先です。とはいえ、車の維持費や人員の問題など、継続は簡単ではありません」と羽尾社長。継続のため

の支援やアイディアを必要としていることを訴えます。「店が１軒もないという集落もあります。もし、私たちがで

きなくなっても社会全体の中で維持していければ」と、社会全体の中での支え合いに期待を寄せています。

継続のための支援の必要性

S P E C I A L  T O P I C S

▲ 市民歌を流して巡回する移動販売車

▲ 生鮮食品から手作り惣菜まで豊富な商品が揃っている車内

　１カ所で平均して４～５人の方が利用しており、１日で30人前後。扱っている商品は、生鮮食品、惣菜、飲料など

の食べ物から生活雑貨や地元商店の商品まで多岐に渡って取り揃えています。また「あのお店のあれが欲しい」という

リクエストが届いていることから、現在は対応を検討中。再開を望んでいた利用者からは「ライフラインになっている」、

「買い物が便利で助かっている」などの喜びの声が届いています。

韮崎市の移動販売

　「市民の皆さまのために、何よりもこのサービスを維持していくことが大事」と今福さんは話します。そのためには、

委託業者の負担を軽減していくこと（民間の業者にお願いしているので、マイナスにならないように支援していくこと）

もサービスの維持に大きな役割を果たすと考えています。また、移動販売以外にも、効率的な移動手段を探り、広い

視野で買い物に困っている方を支えられるサービスを検討していきたいと語りました。

これからのこと

株式会社マルハ

代表取締役社長  羽尾 欣男さん
はねお よしお



6 7

研修受講サポートシステム
をご利用ください！

研修受講サポートシステム
をご利用ください！

●研修の申込・変更　●研修の申込状況の確認　●研修の受講履歴の確認

平成３０年度は、「社会福祉事業研修概要」の研修Noに★印
のある２０研修がこのシステムで受講申込可能です。
各研修の詳細は新着情報にも掲載されます。
来年度以降、システム申込のできる研修を増やしていく予定です。
なお、介護実習普及センターの介護職員向け研修は、全てシステム
からの申し込みとなります。

山梨県社会福祉協議会ホームページ
http://www.y-fukushi.or.jp
山梨県社会福祉協議会ホームページ
http://www.y-fukushi.or.jp

研修受講サポートシステムでできる事研修受講サポートシステムでできる事

介護職員対象の研修介護職員対象の研修

イライラや怒りの感情の仕組みや、感情のコ
ントロール方法を学び、福祉の職場でストレ
スや怒りと上手に付き合いながら、いきいき
と働くためのノウハウを習得します。

職場におけるコミュニケーションを円滑にす
るため、カウンセリングに必要な様々な手法
を学びます。

介護現場で必要な医療的知識や高齢者に多い
疾病等の特徴とケアポイント、薬剤に関する
基礎知識を学びます。

社会福祉施設中堅職員対象の研修社会福祉施設中堅職員対象の研修

新着情報をCHECK!

研修受付システムのトップ
ページにジャンプします。

登録料・システム利用料は無料です。

●テーマの介護技術（基礎）について習得をしたい方を対象とした研修  ※１事業所２名までの申込
研修名

フットケア 9月11日（火） 10：00～16：00
7月1日～8月1日

30名

レクリエーション技術 9月14日（金） 10：00～16：00 30名

トランスファーの基礎知識 10月22日（月） 10：00～16：00

9月1日～10月1日

30名

接遇マナー 10月25日（木） 9：30～16：30 30名

高齢者のためのアクティビティ 10月29日（月） 10：00～16：00 30名

11月  7日（水）認知症高齢者の理解（2日間1コース）
※2日間受講が可能な方に限ります。 12月  5日（水）

10：00～16：00 30名

開 催 予 定日 開 催 時 間 定員 申込受付期間

●高齢者の住環境の整備（住宅改修や福祉用具の導入）などについて学びたい方を対象とした研修
研修名

11月  9日（金）
9月1日～10月1日

福祉用具・住宅改修指導者研修
（2日間1コース）
※2日間受講が可能な方に限ります。 11月10日（土）

9：30～16：30 30名

開 催 予 定日 開 催 時 間 定員 申込受付期間

●福祉用具を活かして介護技術の向上を目指す方を対象とした研修
研修名

11月14日（水）
9月1日～10月1日福祉用具関連実証研修会（2日間1コース）

※2日間受講が可能な方に限ります。 11月15日（木）
10：00～17：00 30名

開 催 予 定日 開 催 時 間 定員 申込受付期間

社会福祉事業研修概要
システム操作説明書を
ダウンロードできます。

●FAXだと届いているか不安
●研修が受講できるか
　早く知りたい
●職員の受講履歴が知りたい

【システムに関する問い合わせ先】
山梨県社会福祉協議会
福祉人材研修課

ＴＥＬ：055-254-8654

研 修 名

アンガーマネジメント 9月28日（金） 10：00～16：00 50名

カウンセリング研修

介護職員のための
薬の基礎知識

11月21日（水）

12月頃

調整中 50名

調整中 50名

開催予定日 開催時間 定員 内　容

【問い合わせ先】 福祉人材研修課  ＴＥＬ：055-254-8654

【問い合わせ先】 山梨県立介護実習普及センター  ＴＥＬ：055-254-8680
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8月8日● 13：00～16：00（受付12:00～15:30） アピオ甲府
（中巨摩郡昭和町西条3600）

シミュレーションゲームを通じて福祉・介護業界の魅力を伝える

　福祉・介護の仕事と言えば「3K（きつい、汚い、危険）」という言
葉を耳にしますが、 このようなネガティブなイメージが強い一
方で、 誇りをもって介護の仕事を続けている人がたくさんいま
す。 そこで、 福祉の魅力を知ってもらうために「自分の未来と福
祉の仕事」を再発見するシュミレーションゲーム「THE Six 
SENSE」を今年も開催いたします。 このゲームは参加者ご自身
が主人公となります。 4人1組で、 車イスとルーレットが入った
タブレットを使って人生マップを進み、 それぞれのブースで実
際に介護技術や高齢者等の疑似体験をしながらゴールを目指し
ていきます。 福祉・介護の世界が体験できるこのゲームを通じ
て、 ご自身の未来をイメージしていただき、 福祉に対する学び
と発見を持ち帰っていただきたいと思います。 夏休みの自由研
究に使えるキットもプレゼント。
　参加は無料です。 お気軽にご参加ください。

　県内で唯一の福祉・介護・保育専門の就職相談会です。 福祉の
職場へ就労を希望する方や福祉の仕事に関心のある方など、 ど
なたでも参加いただけます。 求職者は事前の登録や申し込みは
必要ありません。
　求職者にとっては、具体的な福祉の仕事の内容や雇用条件、 働
く環境など、 様々な疑問に答えてもらえるチャンスです。
　また、福祉関係の資格取得方法や、福祉全般に関する相談に応
じるコーナーなど、 相談コーナーも充実しています。 福祉人材
センターのコーナーでは、 インターネットサービス「福祉のお仕
事」への登録方法や、 福祉の仕事が体験できる「職場体験」の申し
込みも受け付けています。
※合同面接（求人事業所）は、インターネット求人システム「福祉のお仕事」に事業所登録している施設等で、事前の参加申込により決定された事業所となります。

山梨県立図書館（甲府駅北口）
図書館のホールや会議室を使った体験型イベント

日 時

会 場

内 容

福祉の就職総合フェア inやまなし福祉の就職総合フェア inやまなし
を開催します！を開催します！参 加 費 無 料 / 入 退 場 自 由参 加 費 無 料 / 入 退 場 自 由

日 時日 時 会 場会 場

車でお越しの方は… 中央自動車道甲府昭和ICから5分
無料専用シャトルバス… 【JR甲府駅南口発】  12：00と13：00発
　　　　　　　　　　　　　 　 【アピオ甲府発】  15：00と16：00発

ア
ク
セ
ス

ア
ク
セ
ス

水

参加事業所は、本会ホームページ http://www.y-fukushi.or.jp に７月上旬頃より随時掲載予定です。

お 問 合 せお 問 合 せ

福祉人材センター
☎055‒254‒8654
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聴七郎聴七郎
用具種類 助 聴 器

株式会社 プリモ

朝日産業株式会社

高齢者の方、聴きづらさを感じる方。

こんな方にオススメ！

用具種類 装着式集尿器

税別価格 18,800円
【税込 20,304円】

税別価格 22,500円
【税込 24,300円】

夜間の頻尿等でトイレにお困りの方。

こんな方にオススメ！

　「助聴器」といっても聞き慣れない方が多いかもしれません。
助聴器は普通の声や音声が聞きづらい方のための“聴こえ”を補
う機器です。会話などが聴きづらい時にサッと取り出してパッ
と耳に当てるだけで聴こえを補ってくれます。
　「離れた場所の音声をハッキリ聞きたい」「最近言葉が判りに
くい時がある」そんな人にピッタリのマイクレシーバーです。
本製品は薄型タイプで胸ポケットにも入ります。ストラップ用
のガイド穴がありますので、好みのストラップをつける事もで
き、外出時には便利です。ステレオイヤホン（別売）をつければ
手を使わずに使用できます。
　介護実習普及センターに5月から展示しております。高齢者
の方はもちろん、毎日の暮らしからレクリエーションまで幅広
い年齢の方にご利用いただけます。 アイデア次第で用途が広が
る便利グッズです。

　装着式の男性用集尿器です。臥位（仰向き／横向き）で使
用します。
　高齢男性等が頻尿等で夜間にトイレに立つ場合、そのた
びに家族や介護者の介助を必要とすることがあります。そ
の際、介助を受けることを本人が負担に感じることがある
かもしれません。「ダンディーユリナー」は男性器に直接装
着し集尿タンクをベッド下等に置いておくことで、臥位の
まま排尿することができます。そのため夜間にトイレに立
つ必要がなくなり、家族や介護者だけでなく本人の負担軽
減に繋がります。医療用のシリコン製で肌にやさしく、柔
らかく軽量で逆流防止の機能も備えています。専用の付属
品で装着し、集尿タンクは十分な容量（2.8ℓ）があります。
　立位でズボンの中に装着する「ミスターユリナー」と併せ
て介護実習普及センターに 4月から展示しております。

ダンディーユリナーダンディーユリナー
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富士川町
社会福祉協議会

Volunteer Center Introduction vol.12
ボランティアセンターの紹介 12

　一人暮らしの高齢者や障がい者が、日常生活を送る上で支障となる、
ちょっとした困り事をお手伝いします。

　高齢者や障がい者、小さな子どもとのふれあいから、誰もが
かけがえのない大切な「人」であることを理解し、共に生きる力
と心を育てます。
　29年度は、『古切手たんけん隊』で授産施設の見学、『にいに♡
ねぇね体験』で乳幼児とのふれあい、『食事会スタッフ体験』で
一人暮らしの高齢者と交流を行いました。

夏休み ! 子どもたちのボランティアスクール【小中学生対象】

生活支援サポーター・送迎サービス事業【地域の中での支え合い活動】

サマーワーク 福祉体験事業

　おばあちゃんと一緒に作る昔ながらの料理から、昔の人
の知恵や工夫を学び、楽しく交流します。

夏のあのねのね 冬のあのねのねを含め年３回開催

　耳の聞こえない人たちの生活を理解し、簡単な手話を学びます。

のぞいてみよう♪ 手で話すってどんなこと？

生活支援 草取り・ゴミ出し・家具の移動・季節の変わり目のお手伝いなど。

送　　迎 通院・買い物支援。

住所：南巨摩郡富士川町長澤1942-1

http://www13.plala.or.jp/f-syakyo/
TEL：0556-22-8911
FAX：0556-22-8913

富士川町社会福祉協議会 業務時間：月～金曜日  8：30 ～17：15

　富士川町社会福祉協議会では、 地域健康福祉センターを基点に、 誰もが安心して暮らせる地域づくり
を目指し、 住民自らが進んでボランティア活動に参加できるよう、 地域におけるボランティアの意識づ
けや育成など、 ボランティア活動への基盤づくりの事業を行っています。
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おお 知知 らら せせ

　JAIFA山梨県協会（公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイ
ザー協会 山梨県協会 依田賢延会長）様より、福祉巡回車１台を南アルプ
ス市社会福祉協議会へ寄贈いただきました。
　JAIFA山梨県協会様では、生命保険営業職員が1日10円の募金を行う
「愛のドリーム募金」を永続的社会貢献活動に位置づけられ、積立られた
募金で福祉巡回車両「愛のドリーム号」を県内の市町村社会福祉協議会
へ継続的に寄贈いただき、今回で10台目となります。ありがとうござい
ました。

　 福祉巡回車両のご寄贈

この広報紙の作成費用の一
部は赤い羽根共同募金配分
金により発行されています。

　株式会社アルプス技研（本社 神奈川県横浜市、今村篤代表取締役社
長）様は、今年で創業50周年を迎えられ、記念に社会貢献の一環として、
山梨県を含む全国の営業所のある地方自治体等に合計350台の車いす
を寄贈されます。
　本県においては、地域密着型特別養護老人ホーム10施設に1台づつ、
合計10台の車いすを寄贈いただきました。ありがとうございました。

　 車いすのご寄贈

　パイオニア・マイクロ・テクノロジー株式会社（寺田勝彦代表取締役社長）様
より、環境活動の一環として、リユースの文書ファイルを100冊寄贈いただき
ました。
　社会福祉協議会の事業活動に活用させていただきます。ありがとうござい
ました。

　 チューブファイルのご寄贈

だれの目にも優しいカラーユニバーサル・デザインで制作した広報紙です。
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P2    市川三郷町の買援隊が地元商店をサポート

P3    企業と連携した韮崎市の買い物支援

P4    移動販売についてのSPECIAL TOPICS

P5    「株式会社マルハ」の買い物支援

  P6    研修受講サポートシステムの紹介

  P8    各種イベントの紹介

  P9    あると便利な福祉用具紹介

P10    ボランティアセンターの紹介

買い物支援で
健やかな地域づくり

　地域を限定して仕事を探したいあなたを応援します。
求人事業所の人事担当者と直接情報交換していただく場
を設けます。ぜひこの機会にご参加ください。
　参加費、事前申し込みは不要です。

※参加事業所は、各開催日１週間前より山梨県
　社会福祉協議会ホームページに掲載します。
※詳細についてはお問い合わせください。

対象エリア 郡内（この地域の求人）
　9月20日（木）13:30～15:30
　大月市社会福祉協議会会議室（大月市大月花咲10）
峡中※南アルプス市除く（この地域の求人）
　10月23日（火）13:30～15:30
　山梨県福祉プラザ４階会議室（甲府市北新1-2-12）

　

　採用予定のある事業所と、お仕事を探しているあ
なたをつなぐ、個別面談・相談会を行います。
７月の予定 　４日（水）しらね訪問介護ステーション 他

１１日（水）しまのさとデイサービスセンター
１８日（水）恵信りほくケアセンター 他
２５日（水）介護老人福祉施設 りんどうの里

時 　 間 １４：００～１６：００
会 　 場 福祉人材センター

山梨県福祉プラザ4階
お問合せ先 福祉人材センター

☎０５５-２５４-８６５４

　山梨県福祉人材センターでは、福祉・介護の仕事に関
心のある方、または資格を有しながら福
祉・介護分野に就業していない方々に対
して、福祉の職場を体験して頂く機会を
提供する「職場体験事業」を実施していま
す。詳しくは本会ホームページをご覧く
ださい。

お問合せ先 福祉人材センター
☎０５５-２５４-８６５４

善意をありがとう善意をありがとう

http://www.fukushi-work.jp/

　「福祉のお仕事」ホームページは、 福祉・介護の求人
情報をお探しいただけるほか、求職票の登録や希望す
る求人に応募することができます。
　また、法人・事業所登録をすると、
 求人をホームページに公開する事
もできます。

モバイル版は
コチラ！

福祉のおしごと  マッチングカフェ 地域別小規模就職相談会を開催します

職場体験事業のご案内

写真：移動スーパーを利用する地域の皆さん


